
1
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21% 24%

61%51%

18州

Emerged （発芽）

36% 42%5月9日 22% 20% 19% 5月9日

トウモロコシ
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4月18日 1% 2% 1%

前年度

18州 大豆 18州

41% 25%

5月30日 50%

2021/6/16発行日 ：

5月9日 6% 10% 4%

Planted（作付） 前年度
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4月18日

2020
年度

過去5
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6月6日

6月6日
54%

9% 5月2日

41% 36% 5月16日
54%

6月6日 87% 90% 82%

67%

Emerged（発芽） 前年度
2020
年度

過去5
年平均

5月23日 33%

63%

62% 42%

90% 79%84%

66% 76% 59%

6月13日 79% 86% 74%

12%4月25日 3% 3%

7% 8%

5%

5月16日 40%

5月23日 61%

84%

5月16日 16% 20%

5月30日 76% 81% 70% 5月30日 74%

週刊穀物
世界の穀物情報がここに凝縮されています。

毎週水曜日夕方発行

15日のシカゴトウモロコシ7月限は前日比＋8.25セント高の667.50セントと反発。取引レンジは646.75～668.50セ
ント。新穀12月限は▲7.50セント安の573.75セント。新穀12月限の大幅続落に追随して、期近7月限も大幅続落する場
面もあったが、旧穀の供給逼迫（ひっぱく）を背景に反発した。一方、新穀12月限は前日の日中取引終了後に発表された
作柄報告で、作柄状況は優と良が68％と事前予想を下回ったことを受け、時間外取引で買いが先行したものの、その後は、
米産地で降雨や気温低下が予想されていることから売りが優勢となった。シカゴ取引時間で一時は6月3日以来の安値とな
る561セントまで下落した。

15日のシカゴ大豆7月限は前日比▲6.50セント安の1465.75セントと5営業日続落。取引レンジは1460.00セント～
1488.25セント。新穀11月限は▲21.75セント安の1373.50セント。米産地の高温乾燥懸念が和らいだこととで生産見
通しが上向くとの見方から売りが先行した。米油実加工業者協会（NOPA）が発表した大豆圧砕高が市場予想を下回ったこ
とも圧迫要因となった。新穀11月限は一時1365セントと5月27日以来の水準まで下落した。その後は買い戻されたもの
の、戻りは鈍く安値に近い水準のまま取引を終えた。

15日のシカゴ小麦7月限は前日比▲13.00セント安の661.50セントと続落。取引レンジは649.00～676.25セント。
コーンおよび大豆市場の軟調な足取りが下落圧力となったことに加え、北半球での冬小麦の収穫期を迎えたこと需給の緩み
を見込む売りが出た。

TOPICs   Crop Progress

トウモロコシは反発、大豆は続落
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前年度

前年度 前年度 前年度

6月13日 93% 96% 95%

春小麦 6州

Headed
2020
年度

過去5
年平均

6月13日 4% 8% 6%

6月13日 9% 18% 36% 34% 3% 37%

6月13日 14% 4% 15%

3% 24% 60% 12%

5月30日 6% 13% 33% 40% 8% 48%

72%

6月13日 90% 92% 92%

8% 48%

5月9日 15% 29%

7%

20%
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年度

過去5
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4月4日 3% 4% 3%

春小麦
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42%

30%

4月25日 6% 13% 32% 43%
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5月16日 6% 13% 33%

41%5月23日

49%

6% 48%

81%73% 8%

76% 79% 78%

6月6日 79% 90% 86% 前年度 0% 2%

6月6日 6%

28%

9%

84% 85% 86%

6% 2% 7%

6月6日

5月16日 54% 53%

冬小麦 6州

6月13日 6% 14% 32% 40%

5% 13%

6%

4月25日 20% 17%

4月25日 4%

23%

Emerged（発芽）

6月6日

36%

Good Excellent 優と良

6%

62% 14%

4月11日

5月2日 6% 13%

過去5
年平均

Fair

56% 15% 71%

5月9日 5% 33%

Very Poor 作柄 作柄

6% 5% 7%

大豆

Fair

トウモロコシ

Very Poor Poor Poor Fair Good Excellent 優と良

10% 67%

67% 69%

14% 72%

6月6日
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前年度 1% 4% 24%

4月11日

76%1% 2% 20%5月30日

冬小麦

過去5
年平均

11%

6月6日 1% 4% 23% 58%

5月30日

前年度 7% 12% 31% 41%

5月2日 6% 14% 10%

2020
年度

47%

13%

6州

冬小麦

作柄 Very Poor Poor

46%

58%

5月16日

5月23日 66%

5月2日 30% 27% 34%

5月9日 42% 38%

6月13日 2% 6% 30%

35% 3% 38%

42% 7% 49%13%

11% 30%

33%

50%

春小麦
作柄 Very Poor Poor Fair Good Excellent 優と良

39% 4% 43%

7% 48%

5月31日 65% 80% 73%

17%

5月30日 4% 16% 37%

6月6日 9% 16% 37%

56%5月23日 48% 66%

5月30日 65% 80% 73%

6月13日までの週の米国のトウモロコシの発芽は96%、大豆の作付けは94％完了。発芽は86％いずれも平年より良く
順調である。トウモロコシの作柄は優と良が68%で前年の71%よりは少し悪い。大豆の作柄は優と良が62%で前年の
72%より悪い。冬小麦はHeadedが92%完了で例年並み、収穫は4％完了、前年の14%より遅れている。春小麦の発芽
は96%完了。作柄は優と良が37%と前年の81%より悪い。
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▲10.0% ▲0.0 ▲33.4% ▲0.1 ▲6.4%

21/22年度

在庫率 15.5% 13.7% 13.7% 10.2% 9.2% ▲0.0

＋0.0% ＋812.0 ＋5.8% ＋487 ＋487

期末在庫 2,221 1,919 1,919 1,507 1,357 ▲150.0 ▲10.0% ▲567.0 ▲29.5% ▲869 ▲869

需要合計 14,288 13,963 13,963 14,765 14,765 ＋0.0

＋0.0% ▲85.0 ▲0.7% ▲122 ▲122

輸出 2,066 1,778 1,778 2,450 2,450 ＋0.0 ＋0.0% ＋897.0 ＋50.4% ＋609 ＋609

国内消費合計 12,222 12,185 12,185 12,315 12,315 ＋0.0

＋0.0% ＋113.0 ＋1.8% ▲393 ▲393

エタノール等 5,378 4,857 4,857 5,200 5,200 ＋0.0 ＋0.0% ＋118.0 ＋2.4% ▲403 ▲403

食品・種子・工業用 6,793 6,287 6,287 6,615 6,615 ＋0.0

▲0.9% ＋244.0 ＋1.5% ▲382 ▲382

飼料その他 5,429 5,897 5,897 5,700 5,700 ＋0.0 ＋0.0% ▲197.0 ▲3.3% ＋271 ＋271

供給合計 16,509 15,883 15,883 16,272 16,122 ▲150.0

＋0.0% ＋562.0 ＋4.1% ▲158 ▲158

輸入 28 42 42 25 25 ＋0.0 ＋0.0% ▲17.0 ▲40.5% ▲3 ▲3

生産 14,340 13,620 13,620 14,990 14,990 ＋0.0

百万エーカー

期初在庫 2,140 2,221 2,221 1,257 1,107 ▲150.0 ▲11.9% ▲302.0 ▲13.6% ▲221 ▲221

＋0.0% ＋1.2 ＋1.5% ＋1.2 ＋1.2

ブッシェル/エーカー

単収 176.4 168 167.5 179.5 179.5 ＋0.0 ＋0.0% ＋4.5 ＋2.7% ▲4.4 ▲4.4

収穫面積 81.3 81 81.3 83.5 83.5 ＋0.0

百万エーカー

作付面積 88.9 90 89.7 91.1 91.1 ＋0.0 ＋0.0% ＋1.1 ＋1.2% ＋1.9 ＋1.9

▲17.7% ▲5.3% ▲38.5% ▲6.0% ▲7.1%

米国産トウモロコ
シ

18/19
年度

19/20
年度

20/21
年度

21年4月 21年5月 20年5月 21年5月 21年6月 前月比 前月比％ 前年比 前年比％
17／18
年度比

18／19年
度比

在庫率 14.5% 15.5% 13.7% 22.4% 10.3% 8.5% 7.4% ▲1.8%

＋0.6% ＋907 ＋6.5% ＋72 ＋582

期末在庫 2,140 2,221 1,919 3,318 1,352 1,257 1,107 ▲95.0 ▲7.0% ▲662 ▲34.5% ▲883 ▲964

需要合計 14,798 14,288 13,963 14,800 14,775 14,870 15,020 ＋95.0

▲0.0% ▲90 ▲0.7% ▲266 ▲127

輸出 2,438 2,066 1,778 2,150 2,675 2,775 2,850 ＋100.0 ＋3.7% ＋997 ＋56.1% ＋337 ＋709
国内消費合計 12,361 12,222 12,185 12,650 12,100 12,095 12,170 ▲5.0

▲0.1% ＋108 ＋1.7% ▲662 ▲398

エタノール等 5,605 5,378 4,857 5,200 4,975 4,975 5,050 ＋0.0 ＋0.0% ＋118 ＋2.4% ▲630 ▲403

食品・種子・工業用 7,057 6,793 6,287 6,600 6,400 6,395 6,470 ▲5.0

＋0.0% ＋244 ＋1.5% ▲812 ▲382

飼料その他 5,304 5,429 5,897 6,050 5,700 5,700 5,700 ＋0.0 ＋0.0% ▲197 ▲3.3% ＋396 ＋271
供給合計 16,939 16,509 15,883 18,118 16,127 16,127 16,127 ＋0.0

＋0.0% ＋562 ＋4.1% ▲427 ▲158

輸入 36 28 42 25 25 25 25 ＋0.0 ＋0.0% ▲17 ▲40.5% ▲11 ▲3
生産 14,609 14,340 13,620 15,995 14,182 14,182 14,182 ＋0.0

百万エーカー

期初在庫 2,293 2,140 2,221 2,098 1,919 1,919 1,919 ＋0.0 ＋0.0% ▲302 ▲13.6% ▲374 ▲221

＋0.0% ＋1.2 ＋1.5% ▲0.2 ＋1.2

ブッシェル/エーカー

単収 176.6 176.4 167.5 178.5 172.0 172.0 172.0 ＋0.0 ＋0.0% ＋4.5 ＋2.7% ▲4.6 ▲4.4

収穫面積 82.7 81.3 81.3 89.6 82.5 82.5 82.5 ＋0.0

百万エーカー

作付面積 90.2 88.9 89.7 97.0 90.8 90.8 90.8 ＋0.0 ＋0.0% ＋1.1 ＋1.2% ＋0.6 ＋1.9

米国産トウモロコ
シ

17/18
年度

18/19
年度

19/20
年度 20／21年度

20年4月 21年4月 21年5月 20年5月 21年4月 21年5月 21年6月 前月比 前月比％ 前年比 前年比％
17／18
年度比

18／19年
度比

6月の20/21年度旧穀の米国産トウモロコシの生産は前月と変わりなし。需要は食品種子工業用が▲500万

ブッシェル下方修正される一方、輸出は＋1憶ブッシェル上方修正され、併せて9500万ブッシェルの上方修正

となり、その分期末在庫が12億5700万ブッシェルから11億700万ブッシェルに▲9500万ブッシェル下方修

正され、期末在庫率は8.5%から7.4%になった。

6月の需給報告 旧穀20/21年度の米国の需給

新穀21/22年度の米国の需給

6月の21/22年度米国産トウモロコシの期初在庫は前年の期末在庫が▲1億5000万ブッシェル下方修正され、

供給量はその分減少した。その他は供給・需要共変わらずで、期末在庫は▲1億5000万ブッシェル下方修正さ

れ15億700万ブッシェルから13億5,700万ブッシェルに減少し、期末在庫率は10.2%が9.2%に▲1%下方修

正された。
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百万トン 期初在庫 生産 輸入 国内消費（食料） 国内需要合計 輸出 期末在庫

19/20年度 322.6 1,117.5 167.6 715.7 1,134.6 172.5 305.5

5月 314.7 1,186.9 176.2 729.0 1,162.0 182.3 339.6

6月 312.9 1,188.5 176.6 730.4 1,163.5 182.5 337.9

7月 312.0 1,163.2 176.9 727.5 1,160.1 182.5 315.0

8月 311.3 1,171.0 178.9 732.0 1,164.9 184.7 317.5

9月 309.2 1,162.4 179.3 733.1 1,164.7 186.0 306.8

10月 304.2 1,158.8 177.8 731.3 1,162.6 184.5 300.5

11月 303.3 1,144.6 178.2 725.7 1,156.5 184.8 291.4

12月 303.4 1,143.6 179.6 728.0 1,158.0 186.0 289.0

1月 303.0 1,133.9 176.3 725.0 1,153.1 183.6 283.8

2月 305.5 1,125.0 184.0 728.8 1,149.9 187.0 280.6

3月 303.1 1,136.3 179.9 728.3 1,151.8 186.6 287.7

4月 303.0 1,137.1 180.0 731.3 1,156.2 187.3 283.9

5月 304.5 1,128.5 183.9 730.3 1,149.4 186.8 283.5

6月 305.5 1,125.0 184.0 728.8 1,149.9 187.0 280.6

+1.0 ▲3.4 +0.1 ▲1.6 +0.5 +0.2 ▲2.9

+.3% ▲0.3% +.1% ▲0.2% +.0% +.1% ▲1.0%

▲17.1 +7.5 +16.4 +13.1 +15.3 +14.6 ▲24.9

▲5.3% +.7% +9.8% +1.8% +1.3% +8.5% ▲8.1%

世界

前月比

前年度比

2020／21年度

旧穀20/21年度の世界の需給

6月の20/21年度の世界のトウモロコシの期初在庫は前月から∔100万トン上方修正。生産は▲340万トン

下方修正、国内需要合計は＋50万トン上方修正、輸出は＋20万トン上方修正。

前年比は生産が＋750万トン増加し、国内需要合計は＋1530万トン増、輸出は＋1,460万トン増。期末在

庫は▲2,490万トン減。

新穀21/22年度の世界の需給

百万トン 期初在庫 生産 輸入 国内消費（食料） 国内需要合計 輸出 期末在庫

20/21年度 305.5 1,125.0 184.0 728.8 1,149.9 187.0 280.6

5月 283.5 1,189.9 189.5 748.3 1,181.1 197.5 292.3

6月 280.6 1,189.9 189.5 748.3 1,181.0 197.5 289.4

▲2.9 +0.0 +0.0 ▲0.1 ▲0.0 +0.0 ▲2.9

▲1.0% +.0% +.0% ▲0.0% ▲0.0% +.0% ▲1.0%

▲24.9 +64.8 +5.5 +19.5 +31.2 +10.4 +8.8

▲8.1% +5.8% +3.0% +2.7% +2.7% +5.6% +3.1%

2021／22年度

前月比

前年度比

世界

6月の21/22年度の世界のトウモロコシの期初在庫は前月から▲290万トン下方修正された他は5月と前月

とほとんど変わりなかった。

前年との差は生産が＋6,480万トン増、国内需要合計は＋3,120万トン増。輸出は＋1,040万トン増、期末

在庫は＋880万トン増。
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2008/09 2009/10 2010/11 2011/12 2012/13 2013/14 2014/15 2015/16 2016/17 2017/18 2018/19 2019/20 2020/21 2021/22 前年比

世界 799 819 832 887 868 990 1,016 972 1,123 1,080 1,125 1,118 1,125 1,190 ＋64.8

米国 307 333 316 314 273 351 361 346 385 371 364 346 360 381 ＋20.5

中国 166 164 177 193 206 218 216 225 264 259 257 261 261 268 ＋7.3

ブラジル 51 56 57 73 82 80 85 67 99 82 101 102 99 118 ＋19.5

ＥＵ 62 57 56 68 59 65 76 59 62 62 64 67 64 67 ＋2.7

アルゼンチン 16 23 25 21 27 26 30 30 41 32 51 51 47 51 ＋4.0

東南アジア 25 22 23 25 25 27 27 27 29 30 30 29 30 30 ▲0.5

ウクライナ 11 10 12 23 21 31 28 23 28 24 36 36 30 38 ＋7.2

メキシコ 24 20 21 19 22 23 25 26 28 28 28 27 27 28 ＋1.0

南ア 13 13 11 13 12 15 11 8 18 13 12 16 17 17 ＋.0

ロシア 22 18 18 34 32 47 44 40 48 13 11 14 14 15 ＋1.0

カナダ 11 10 12 11 13 14 11 14 14 14 14 13 14 13 ▲0.3

エジプト 7 6 7 6 6 6 6 6 6 6 7 6 6 6 ＋.0

生産

過去の世界の国別トウモロコシ生産

過去の世界の国別トウモロコシ輸出

2008/09 2009/10 2010/11 2011/12 2012/13 2013/14 2014/15 2015/16 2016/17 2017/18 2018/19 2019/20 2020/21 21/22 前年比

世界 782 823 850 883 865 949 981 968 1,084 1,090 1,145 1,135 1,150 1,181 ＋31.2

米国 259 282 285 279 263 293 302 299 314 314 310 310 309 313 ＋3.7

中国 152 165 180 188 200 208 202 218 255 263 274 278 289 294 ＋5.0

ＥＵ 62 59 63 70 70 77 78 74 74 77 88 79 73 78 ＋4.6

ブラジル 46 47 50 51 53 55 57 58 61 64 67 69 69 73 ＋4.0

東南アジア 28 28 30 32 33 35 39 41 43 44 45 46 49 50 ＋.6

メキシコ 32 30 30 29 27 32 35 37 40 43 44 44 44 44 ＋.3

ロシア 15 13 13 16 18 21 21 19 21 8 9 10 11 11 ＋.4

エジプト 11 12 13 12 12 13 14 15 15 16 16 17 17 17 ＋.0

日本 17 16 16 15 15 15 15 15 15 16 16 16 15 16 ＋.5

カナダ 12 12 12 12 12 13 13 12 13 14 15 14 14 15 ＋.5

南ア 10 10 11 11 11 12 12 11 13 12 13 12 13 13 ＋.5

アルゼンチン 6 7 7 7 8 9 9 9 11 12 14 14 15 15 ＋.0

韓国 8 8 50 8 8 10 10 10 9 10 11 12 11 12 ＋.4

ウクライナ 6 6 7 8 8 10 9 7 7 6 6 6 8 7 ▲1.1

国内需要合計

2008/09 2009/10 2010/11 2011/12 2012/13 2013/14 2014/15 2015/16 2016/17 2017/18 2018/19 2019/20 2020/21 21/22 前年比

世界 84 97 91 117 95 131 142 120 160 148 182 172 187 197 ＋10.4

アルゼンチン 12 19 19 43 46 40 54 36 60 72 111 107 96 117 ＋20.5

米国 47 50 47 39 19 49 47 48 58 62 52 45 72 62 ▲10.2

ブラジル 7 12 8 24 25 21 34 14 32 24 40 35 33 43 ＋10.0

ウクライナ 6 5 5 15 13 20 20 17 21 18 30 29 23 31 ＋7.5

ロシア 7 6 5 17 15 25 23 21 27 6 3 4 3 4 ＋1.0

ＥＵ 2 2 1 3 2 2 4 2 2 2 4 5 3 4 ＋1.0

南ア 2 2 2 2 2 2 1 1 2 2 1 3 3 3 ＋.0

東南アジア 1 1 0 0 0 2 1 1 1 1 1 1 1 1 ▲0.0

メキシコ 0 1 0 1 1 1 1 2 2 1 1 1 1 1 ＋.0

カナダ 0 0 2 0 2 2 0 2 2 2 2 1 2 1 ▲0.5

中国 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 ＋.0

エジプト 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 ＋.0

日本 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 ＋.0

韓国 0 0 8 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 ＋.0

輸出

過去の世界の国別トウモロコシ国内需
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TOPICs 米国の干ばつモニター

過去の世界の国別トウモロコシ輸入

2008/09 2009/10 2010/11 2011/12 2012/13 2013/14 2014/15 2015/16 2016/17 2017/18 2018/19 2019/20 2020/21 21/22 前年比

世界 83 90 92 100 99 124 125 139 136 150 164 168 184 190 ＋5.5

中国 0 1 1 5 3 3 6 3 2 3 4 8 26 26 ＋.0

メキシコ 8 8 8 11 6 11 11 14 15 16 17 17 17 17 ＋.5

東南アジア 5 7 8 7 8 11 13 15 13 14 17 17 21 20 ▲1.0

ＥＵ 3 3 7 6 11 16 9 14 15 18 25 17 12 16 ＋4.0

日本 17 16 16 15 14 15 15 15 15 16 16 16 15 16 ＋.5

韓国 0 8 1 8 8 10 10 10 9 10 11 12 12 12 ＋.2

エジプト 5 6 6 7 5 9 8 9 9 9 9 10 10 10 ＋.1

カナダ 2 2 1 1 0 1 2 1 1 2 3 2 2 2 ＋.3

ブラジル 1 0 1 1 1 1 0 3 1 1 2 2 4 2 ▲1.8

米国 0 0 1 1 4 1 1 2 1 1 1 1 1 1 ＋.0

輸入

中西部の気温は、南部では平年より低く、北

部では平年よりかなり高かった。ミネソタ州と

ウィスコンシン州では平年より5～７℃高く、

ミズーリ州南部とイリノイ州では平年より２℃

低かった。ケンタッキー州西部、イリノイ州南

部、インディアナ州南部、オハイオ州北部以外

の地域では平年より乾燥しており、中西部の上

部ではほとんど雨が降らなかった。短期的には

かなり乾燥した気温であったため、今週は地域

の多くで干ばつが拡大・激化した。ミネソタ州、

ウィスコンシン州、アイオワ州では、中程度の

干ばつや異常乾燥状態が拡大し、各州のほぼ全

域で劣化が見られた。ミシガン州では、アッ

パーペニンシュラで深刻な干ばつと中程度の干

ばつが大きく拡大し、異常乾燥状態も拡大した。

イリノイ州とインディアナ州の北部では、異常

乾燥および中程度の干ばつがわずかに拡大し、

インディアナ州とケンタッキー州では異常乾燥

状態が解消された。

TOPICs ６～10日天候予想

気温はそれ程暑くならない 降雨は少ない見込み



8

今後の予想

6月13日までのCrop Progressは、トウモロコシの発芽は96%で完了し、作柄は優と良が68%で前年の71%より

は少し悪いが、それ程問題ではなさそうである。今後の天候が気になるが、降雨が少なさそうで、注目される。6月の

需給報告では、旧穀の輸出が1億ブッシェルの上方修正となり、その分期末在庫予想が7.4%に減少し、在庫しては少

ない水準である。新穀は特に大きな変化はなかった。
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